
１ 利活用の推進・多様なサービス 

 

 

２７ ファミ読ふれあい研修会、ファミ読トーク 

愛媛県 内子町図書情報館 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 愛媛県喜多郡内子町内子

3427 番地 

職員数 4 人 

うち司書数 2 人 

蔵書数 86,261 冊 

利用登録者数 6,699 人 

年間貸出冊数 54,560 冊 

（児童用図書貸出数 32,043 冊）  

  
【テーマ】子供の読書啓発、子供に対するサービスの充実 

【活動のねらい】 

 家族ぐるみで読書活動に親しみ、子どもの読書週間を身に付ける。 

 大人(親)が読み聞かせの楽しさを実感し、家族ぐるみで本に親し
む。 

 本を媒体に楽しく過ごすことで、親子読書（読み聞かせ）の定着と、
親子のコミュニケーションを図る。 

 

 
 
 

【対象】 

 0 歳から 6 歳の乳幼児と保護者 

【頻度】 

 ファミ読ふれあい研修会は年間３回、ファミ読

トークは年間３回 

【時期】 

 ファミ読ふれあい研修会は６月、ファミ読トー

クは通年 

【内容】 

 ファミ読ふれあい研修会 

町内の 10 園を３つのグループに分け、１年に

３園ずつ（１年のみ４園）各園で研修会を開催。

親子を対象にした内容で、講師は県内の読み聞

かせ活動の専門家に依頼。主に読み聞かせの実

演と読み聞かせに慣れていないお母さんたち

へアドバイスを入れながら時間いっぱい絵本

の紹介をしていただく。 

 ファミ読トーク 

図書館司書による発達段階に沿った絵本の紹

介。手作り絵本リストとともに町内の施設を巡

回。 

 

 

 

 
 

 
 
 

 町内全ての幼稚園、保育園で開催することを目

標にしているため、３年計画で一巡できるよう

にグループ分けをし、保護者も参加しやすいよ

う各園の参観日等に合同事業にしてもらう。 

 ３年間の講師は固定化し、参加できなかった保

護者や読書会の会員がどこの会場でも研修会

に参加できるようにしている。 

 
 

 
 

 研修終了後は、講師が紹介した絵本に興味を持

ち、本のタイトルを記録して帰ったり、リスト

などを手に図書館へ来館される方が多い。 

 事業は３年で一巡し、４年目には読み聞かせボ

ランティア事業と連携したファミ読ふれあい

研修会を実施する計画。 

 団体貸出の増加 

ファミ読ふれあい研修会、ファミ読トーク 
 
 

取組・活動の概要 取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


